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近年，歩行空間の整備において人間中心の賑わいのある空間づくりが重視されている．ベトナム・ハノ

イ市の歩行空間は，屋台・露店の出店や店舗のあふれ出しによって，賑わいのある空間が創出されている．

特に，移動の利便性や駐輪のしやすさからオートバイ利用者による，飲食や買物行動などが見られている．  

アジア諸都市における歩行空間の利活用に関する既往研究では，屋台や露店の設置状況や空間特性，経済

面に着目しており，利用交通手段に着目した研究は見られない．そこで，本研究では，ベトナム・ハノイ

市の歩行空間を対象とし，利用交通手段と歩行空間の利活用の関係について明らかにすることを目的とす

る．  
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1. はじめに 

 

ベトナム・ハノイ市の歩行空間は，屋台・露店の出店

や店舗のあふれ出しによって，飲食・買物・会話・休

憩・娯楽などが生まれ，賑わいのある空間が創出されて

いる．特に，移動の利便性や駐輪のしやすさからオート

バイ利用者による，飲食や買物行動などが見られている． 

一方で，ベトナムでは経済発展により，手頃な価格で

購入できるオートバイが普及し，近年では，自動車台数

も増加している．それに伴って，慢性的な交通渋滞や大

気汚染などの社会問題を引き起こしている．上記の社会

問題を対応するために，ハノイ市では都市鉄道 8路線の

計画が進められており，2021 年 11 月には市内初の都市

鉄道 2A 号線が開業した．加えて，ハノイ市人民委員会

は，ハノイ市内における自動車およびオートバイの個人

車両の走行を段階的に制限し，2030年から市内中心部の

オートバイの走行を禁止する計画を進めており，2030年

までに公共交通機関の分担率を 50~55%まで引き上げる

ことを目標としている注 1)．今後，ハノイ市における利

用交通手段は大きく転換することが予想される．  

しかしながら，賑わいのある空間を創出している歩行

空間の利活用と利用交通手段の関係は，明らかにされて

いないのが現状である． 
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2. 既往研究の整理と本研究の位置付け 

 

(1) 既往研究の整理 

歩行空間の利活用に関して，坪井ら(2010) 1)は，タイ・

バンコクを対象として，屋台や露店が街路空間の特性や

日常生活と密接に関わっていることを明らかにした．藤

原ら(2017) 2)は，ベトナムを対象として，活気あるバスタ

ーミナル周辺地域の賑わいに寄与する空間要素は，沿道

建物の業種，街路利活用の多様化による商業施設の多様

化，歩行環境の連続性であることを示した．相津ら

(2016) 3)は，ジョグジャカルタを対象として，屋台商の置

かれた制度的枠組みと社会関係に着目し，屋台商と歩行

空間の利活用の実態を明らかにした．Loc et al.(2016) 4)は，

ハノイ市を対象として，経済面に着目し，屋台商（生鮮

食品）が低所得者の生活や食品流通に貢献していること

を明らかにした． 

買物（飲食料品）の店舗選択に関して，Maruyama et 

al.(2009) 5)は，ハノイ市を対象として，低価格と利便性

（近接性）を重要視する人はインフォーマル市場を選択

し，生鮮食品の鮮度や安全性を重要視する人はフォーマ

ル市場を選択する傾向を明らかにした． 

利用交通手段選択に関して，Tung(2019) 6)は，ハノイ市

の新興住宅地を対象として，自動車とその他の利用交通

手段は，天候や交通量・駐車場の負担を考慮し使い分け

ていると述べている． 

 

(2) 本研究の位置付けと目的 

前節の通り，歩行空間の利活用に関する研究は，多く

存在している．しかしながら，利用交通手段別に歩行空

間の利活用を比較分析した研究は見られない．そこで，

本研究は，利用交通手段と歩行空間の利活用の関係につ

いて明らかにすることを目的とする． 

本研究では，目的を達成するために， 

 利用交通手段によって，歩行空間の利用目的・滞

在時間が異なる 

 オートバイ利用者は，歩行空間の利活用頻度が高

い 

の 2点を仮説として設定する． 

得られた知見は，開発途上国における歩行空間整備に

おいて役立つと考えられる． 

 

 

3.  研究手法と用語の定義 

 

(1) 研究手法 

本研究では，歩行空間の利活用者を対象にアンケート

調査を実施し，a.その日の歩行空間での行動，b.普段の

歩行空間での行動，c.普段の歩行空間以外での行動につ

いて質問し，利用交通手段別に歩行空間の利活用を比較

分析する．研究の手順を図-1に示す． 

 

(2) 用語の定義 

 本研究では，歩行空間の利活用を飲食・買物・会話・

休憩・娯楽として定義する．店舗形態を店舗型と街路型

に分類した．店舗型とは，歩行空間をあふれ出し空間と

して活用している店のこととする．街路型とは，建物内

に店を持たず，歩行空間上で営まれる屋台・露店のこと

とする． 

 

 

4. 調査対象地 

 

(1) ベトナム・ハノイ市 

 ハノイ市は，ベトナムの北部に位置する首都であり，

1010年に都を移して以来，政治・文化の中心として栄え

てきた．経済成長によって，農村から都市への人口の移

動が進み，都市人口は急速に増加している．2020年の人

口は 825万人注2)である． 

旧市街地は，商業の街として栄え，歴史的な町並みが

保全されている地区である． 

 

(2) 調査対象地 

 本研究では，2022年 7月に実施した現地調査より，多

様な利活用がなされていること，徒歩・自転車・オート

バイ・自動車・バスでアクセスできる歩行空間であるこ

とを条件に，図-2に示す3つの歩行空間を調査対象地と

して選定した．各歩行空間の特徴を表-1，表-2，図-3,

図-4，図-5にまとめる． 

 旧市街地の外縁に位置する Phung Hung Street と Duong 

Thanh Street（図-3）は，飲食店や小売店（日用品）が集

積しており，市民や観光客で賑わっている．Phung Hung 

Street の車道を挟んだ向かい側の空間は，駐車・駐輪場

（図-4）として整備されている． 

図-1 研究の手順 
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 Hai Ba Trung区内に位置するBa Trieu Street（図-5）は，

飲食店や小売店（飲食料品）が集積しており，街路上で

営まれる露店が多く存在する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 調査対象地における利活用者の利用交通手段 

目視調査によって，オートバイ利用者や歩行者によ

る歩行空間での買物行動が確認された．オートバイ利用

者は，オートバイにまたがりながら買物を行う者もおり，

滞在時間は短い傾向が示唆された．オートバイ利用者，

歩行者，自動車利用者による歩行空間での飲食行動が観

  
旧市街地 

Hai Ba 

Trung区 

Phung Hung  

Street 

Duong Thanh 

 Street 

Ba Trieu  

Street 

飲食店 
店舗型 6 4 13 

街路型 2  10 

小売店 

(飲食料品) 

店舗型    

街路型   15 

小売店 

(日用品) 

店舗型 1 4  

街路型    

  
旧市街地 

Hai Ba 

Trung区 

Phung Hung  

Street 

Duong Thanh 

 Street 

Ba Trieu  

Street 

幅員(m) 4.19～4.20 3.19～3.52 3.74～4.81 

図-2 調査対象地 

表-1 各歩行空間の店舗形態 

表-2 各歩行空間の幅員 

図-3  Duong Thanh Street 

図-4  駐車場 

図-5  Ba Trieu Street 
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察された．Ba Trieu Street では，自動車利用者による飲食

行動は観察されなかったが，Phung Hung Street と Duong 

Thanh Streetでは，自動車利用者による飲食行動が確認さ

れた．  

しかしながら，目視調査では，歩行空間までの利用

交通手段を正確に判断できなかった歩行者が存在する．

今後は，正確な利用交通手段や滞在時間などのデータを

取得するため，アンケート調査を実施する． 

 

 

5. アンケート調査 

本研究では，歩行空間の利活用者を対象にアンケート

調査を実施する．表-3 はアンケート調査の概要である． 

 

表-3 アンケート調査の概要 

調査対象地 ① Phung Hung Streetと 

Duong Thanh Street 

②  Ba Trieu Street 

調査対象者 歩行空間の利活用者 

調査項目 1）個人属性 

【性別，年齢，職業，月収，世帯

の保有交通手段，運転頻度など】 

2）今日の歩行空間での行動 

3）普段の歩行空間での行動 

4）普段の歩行空間以外での行動 

【外出理由，利用目的，利用交通

手段，同伴人数，到達時間，滞在

時間，利用頻度，コミュニティケ

ーション相手など】 

 

 

6. おわりに 

 

(1) まとめ 

 本稿では，アジア諸都市における歩行空間の利活用の

背景および関連する既往研究について整理し，研究目

的・仮説を設定した．そして，2022年 7月に実施した現

地調査での結果を記述した． 

 

(2) 今後の展開 

 今後は，前章にて説明したアンケート調査を実施し， 

利用交通手段別に歩行空間の利活用を比較分析する． 

 

NOTES 

注1) ハノイ市人民委員会決定 5953/QD-UBND

（2017/8/24付） 

注2)  ベトナム統計年鑑 2020 
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